
 

 

 

南九州大学（学長 中瀬 昌之）の食品開発科学科３年生は、１０月１日から始まる「食品開発演習Ⅲ」（全１５回）

で、オリジナルのレトルトカレー開発に取り組みます。今年度は初の試みとして、西日本最大規模のえのき出荷

量を誇る「株式会社 加藤えのき」（加藤修一郎代表取締役、宮崎市高岡町）の全面協力をいただき、コラボレー

ション製品の開発に挑みます。授業の日程など詳細は裏面をご確認ください。 

つきましては、取り組みの様子の取材について、ぜひご検討いただきますようお願い申し上げます。 

 

■本学食品開発科学科の目玉 「食品開発演習」とは   

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

                                        

 

 
 

■株式会社加藤えのき 
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オリジナルのレトルトカレー考案 

株式会社加藤えのきと初コラボ企画 
 

１０月１日から 全１５回「食品開発演習Ⅲ」 

 
代表取締役

加藤修一郎 

【本社】 宮崎市高岡町 

【代表取締役】 加藤修一郎 

【沿革】 １９７３（昭和４８）年創業。１９８９（平成元）年法人化。 

 １９９１（平成 3）年 現在地に工場移転 

西日本最大規模となる年間約 6,000t を出荷するえのき生産企業。 

２０１８年には農場管理基準「JGAP」、２０２３年には国が定めた品質基準や、表示基

準に合格した農産物であることを認める「有機 JAS」認証をそれぞれ取得するなど、

モットーに掲げる「安心安全」を実現するための取り組みにも力を入れている。 

 

これまでに学生が考案し、製品化した本

学オリジナルのレトルトカレー。鶏肉や

きのこ、栗、サツマイモなどの食材は、い

ずれも宮崎県産を使用しています。 

  

  

「食品のスペシャリスト」を目指すため、食品開発の手法や食品の加

工技術、安全性、機能性、開発スキームといった食品開発に関するス

キルのほか、地域課題を解決する能力を身に着ける演習です。文部科

学省の「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業ＤＸをけん引す

る高度専門人材育成事業」のカリキュラムとして実施されています。 

オリジナルレトルトカレー開発は、２０２０年度から始まり、今回が５

年目となります。学生たちはチームで考案した製品コンセプトのプレゼ

ンを行った後、試作と試食を繰り返しながら製品のイメージを形にして

いきます。さらに、食品製造工程を安全に管理する「HACCP」シート

の作成、チェックを行った後、最終プレゼンと試食会に臨みます。ここ

で最優秀に選ばれた製品は実際に商品化され、本学のオープンキャン

パスなどで来場者へ記念品としてお渡しすることもあります。 

mailto:koho@nankyudai.ac.jp


■授業の概要 

実施日 ····· ２０２４年  

１０月 1、８、15、22、２９日 

11 月 12、19、２６日 

12 月 3、10、２４日 

２０２５年  

1 月７、14、21、２８日 （いずれも火曜日） 

時 間 ······ １３:１０～１６:２０ 

場 所 ······ 南九州大学 宮崎キャンパス 6 階  

（食品加工学実習室および栄養教育実習室） 

参加者 ····· 食品開発科学科 教員 4 人、3 年生 43 人 

株式会社加藤えのき関係者 

 

■授業のおおまかなスケジュール ※（ ）内は株式会社加藤えのきからの出席者 

▶10 月 1 日…第 1 回目授業 （加藤代表取締役、津隈営業２課長） 

・オリエンテーション 

・加藤えのき社員による会社説明、えのきだけ栽培工程の説明 

・試食 ①えのきの食べ比べ ②えのきステーキ ③他社のレトルトカレー 

▶11 月上旬…第一クール結果プレゼン （津隈営業２課長） 

▶12 月上旬…第二クール結果プレゼン （津隈営業２課長） 

▶2025 年 1 月 28 日…最終プレゼン、試食会 

 （加藤代表取締役、後藤営業部長、津隈営業２課長） 

 

 

□取材を希望の方は、本紙表面記載の南九州大学経営戦略課までご連絡ください。 


